第２１回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨
日　時：平成２３年８月２４日（水）１５時００分から１８時０５分
場　所：府庁新別館南館７階　研修室３及び府庁本館１階　会計検査室
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、武田宗久氏）

　　　　清水涼子監査委員
会計局新公会計制度グループ員６名

◎アドバイザーの主な意見
【開始貸借対照表について】

· 返還免除を伴う貸付金において、その免除見込額を引き当てる場合、貸倒引当金でいいのか別の引当金を設けるべきか、免除見込額をどのように見積もるかという問題がある。見積りが難しければ免除時に費用計上し、貸付金の条件を注記で説明する方法もある。事業評価も含め運用上、相応しい方法を再度検討していただきたい。
· 不納欠損引当金については、今般策定された「債権回収・整理計画」により、平成２２年度決算収入未済（未収金）のうち、将来、不納欠損処理を予定する債権を計上するとのことであるが、それらの債権以外にも回収リスクがないかどうか、長期的には検討していただきたい。

· 公表資料の掲載内容における主な留意事項は次のとおり。
・開始貸借対照表の概要には、大阪府全体を最初に、次に会計別として一般会計と主な特別会計、部局別として資産系とソフト系の部局の代表例など、特徴あるものを示していただきたい。

・事業別を含めた全ての開始貸借対照表が閲覧できるようにリンクを貼るなど工夫していただきたい。
・地方債の計上については、一般会計と公債管理特別会計の関係を図示することを検討していただきたい。
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